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要約 昨今,自閉症の人には認知障害があるという説が支持されている。そこで木研究では,自閉症の中でも特に

高機能広汎性発達障害の子どもの認知特徴を調べるために,彼らが描いたバウムテストの分析を試みた。その

結果,①部分認知が優位であり,②「部分」という部品を組み立てて「全体」を作るという認知スタイルで木

を描くため,全体像がアンバランスで木に見えにくい,③その一方で,現実離れしたファンタジックで自己肥

大的な木もよく描かれる,という結果が得られた。①と②については概ね先行研究の結果を支持するものであ

るが,③については,「部分認知の優位性」や「部分の総和を全体像とするという認知スタイル」からは説明

できない現象である。 したがってこの点については,高機能広汎性発達障害児の障害特性及び個々の子どもの

より詳しい発達的様相を考慮しながら,今後さらに検討していく必要がある。
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I。はじめに

近年,自閉症に関する研究及び臨床はますますさか

んに行われているが,その中でも特に,高機能広汎性

発達障害に関する注目が年々高まってきている。筆者

らは,小児科・心療内科クリニックや大学の心理教育

相談室で,不登校をはじめとした心理的問題を抱えた

子どもの心理療法を行っている。大学の心理教育相談

室に来る子どものうちの約4害11が発達障害であり,さ

らに,発達障害の子どものうちの約8害ljが高機能広汎

性発達障害と診断されている。したがって,彼らへの

心理的援助を行う際,発達障害への理解や支援が欠か

せないものとなっている。本研究では,発達障害の中

でも特に高機能広汎性発達障害に焦点を当て,高機能

広汎性発達障害の子どもの内界を理解するための一助

として,彼らが描いたバウムテストの特徴を分析し,

考察したい。

Ⅱ。問題意識

「I.はじめに」においても述べたように,筆者ら

は日々の臨床の中で,高機能広汎性発達障害があり,

二次的に心理的問題を引き起こしている子どもの心理

的援助を行っている。そしてその中で,彼らひとりひ

とりの内界を理解し,それに基づいた個別的な心理的

援助を行うために,バウムテストや自由画,風景構成

法などを用いてきた。言うまでもないことだが,同じ

高機能広汎性発達障害の子どもでも,ひとりひとり

のパーソすリティによってその在りかたは異なる

(Alvarez, 1999)。したがって,その個別性に合わせて,

心理的援助の在りかたもおのずと少しずつ違ってくる。

しかし一方で,筆者らは,彼らの描いた絵に数多く

接するうちに,そこに何かしら共通した「独特の雰囲

気」を感じ始めるようになった。特にバウムテストで

は,その描かれた「木」は「木」ではあるものの,我々

が知っている「木」とは何か違っている印象を受ける

ことが多かった。一つ一つの部分を見れば確かに幹で

あり,枝であり,葉であるのだが,全体を通して眺め

るとやはり「木」に見えない描画が数多く見られた。

「木を見て森を見ず」という言葉があるが,そのよう

な印象を抱くこともしばしばであった。そして,高機

能広汎性発達障害の子どもには何か独特の「外界への

認知スタイル」があるのではないか,そのような独特

の認知スタイルがあるからこそ,彼らの描く「木」に

筆者らは違和感を抱くのではないか,との仮説に至っ

たのである。

そこで木研究では,このような仮説を,これまでの

先行研究を参考にしながら検証し,高機能広汎性発達

障害の子どもの外界への「認知スタイル」の特性を明

らかにしたいと思う。高機能広汎性発達障害の子ども

の内界-すなわち,彼らがどのように外界を認知して

おり,またその外界でどのように自己を確立しようと

しているのかーを理解することは,ひいては彼らへの

心理的援助にも有益な示唆をもたらすと考えている。
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Ⅲ。先行研究

(1)自閉症についての先行研究

自閉症は,①社会性の障害,②コミュニケーション

の障害,③想像力の障害とそれに基づく行動の障害,

の三つが基木症状とされている(Wing, 1979)。 しか

し,自閉症についてこれまで様々な研究が行われてき

ているものの,その原因や成り立ちについてはいまだ

解明されていない。ただし,脳神経科学の進歩に伴い,

自閉症が脳や中枢神経系の器質的障害であることはほ

ぼわかってきており(十一, 2001),近い将来,自閉

症について,脳の障害となる部位の特定や神経伝達物

質の様子など医学的解明が進んでいくことが予測され

る。

一方,心理学の立場からも,自閉症についてさまざ

まな研究が進められてきた。いずれの理論も自閉症の

すべてが説明できるわけではないが,昨今は,自閉症

の中心的障害は認知障害であるという考えが広く支持

されてきている。つまり認知の偏りのため,自閉症の

人は周囲を独特のやり方でとらえている,という考え

方である。自閉症が認知障害であるとする考えが主流

となった背景には,知的な遅れのない自閉症の人が書

いた手記の与えた影響が大きい。それまでわからなかっ

た自閉症の人の内的世界や独自の感じ方や考え方を研

究者が理解できるようになってきたのである。ニキ・

リンコ(2005)はアスペルガー症候群と診断された日

本人女性の翻訳家であるが,様々な自閉症特有の認知

特徴を紹介している。その中で,明らかに自閉症の人

には認知の偏りがあり,そのため周囲を独自な視点で

とらえていることがわかってきた。自閉症の人に特有

の物の見方や感じ方が明らかになることで,自閉症の

研究は大きく前進し,自閉症に関する理解はより一層

広がったと言える。

自閉症を認知障害という視点からとらえて説明して

いる代表的な理論としては,「心の理論」(Baron-

Cohen, 1985),「中枢統合性理論」(Frith, 1989),「実

行(遂行)機能障害」(Russel.Ozonff.et.al 1991)な

どを挙げることができる。「心の理論」障害説は,相

手の感じていること,考えていることを理解すること

に障害があるとする考え方である。「中枢性統合理論」

障害説は,文脈に沿って情報処理を進めていく機能の

障害であり,部分から全体を統合することが著手であ

るとする考えである。また「実行(遂行)機能」障害

説は,物事を順序立てて処理したり,注意を別の方に

向けたりすることが困難であるという視点変換の障害

であるとする考えである。これら自閉症特有の認知特

徴を踏まえて,これまでに様々な自閉症療育・治療プ

ログラムが実践されてきた。代表的なものとして,

TEACCH(Treatment and Education of Autistic
- - -

and related Communication handicapped CHildren)
- -

プログラム(Eric Schopler, 1972)や行動療法プログ

ラム(高田, 2003),認知発達治療(太田, 2003),関

係障害臨床(小林,2000)などがあげられる。最近で

は新たな療育・治療的なプログラムとして,社会技能

訓練(Social Skill Traning;SST)や応用行動分析

(Applied Behavior Analysis;ABA)が自閉症治療・

教育の場面で数多く実践されるようになってきている。

社会技能訓練(SST)はソーシャル・ストーリーやコ

ミック会話など自閉症の認知特性を考慮した,社会性

障害に対する心理教育的プログラムとして学校現場で

多く実践されてきている(Carol Gray, 2005)。応用

行動分析(ABA)は,行動療法をベースに子ども主導の

発達論的アプローチを取り入れた手法であり,治療教

育場面で多く実践されてきている(Shira Richman,

2001)。また療育システムとして,アメリカでの最新

の療育プログラム(交流型“対人・コミュニケーショ

ン・情動安定"支援モデル;サーツモデル)も広く紹

介されつつある(十一, 2003)。

一方,自閉症は認知障害であるという見方が広まる

なかで,精神分析的な観点から自閉症の人(子ども)

の心理療法を地道に行っている,英国タビストックの

専門家たちは,自閉症を「間主観性の障害,他者の存

在に対する認知の欠落」ととらえ,「人間関係につい

ての情緒的基盤をもった関心ないし願望における障害

である」と定式化している(Alvarez, 1999)。 このよ

うな観点から自閉症を理解し,自閉症の人の対象関係

の在りかたにアプローチしていくやりかたもまた有効

であることが明らかとなっており(前掲書),自閉症

の人への心理的援助を考える際には,このような見方

も必要だと感じられる。

(2)自閉症の人の描画についての先行研究

自閉症の人の描画表現についてもさまざまな研究が

行われているが,自閉症の人には,特定の領域につい

て,知的水準からは予想できないような才能があらわ

れる人がいる。これをサバン症候群と言う。中根(1999)

は,音楽分野,絵画分野,描画,カレンダーなどの特

定分野におけるこれらの才能を紹介し,その背景には

認知の独特なスタイルや優れた短期記憶があると述べ,

さらに,自閉症児は自分の考えを変えて別の視点から

物事を見ることができず,他人の助言を受け入れるこ

とが不得手なため,独自の世界を展開していく,とも

指摘している。自閉症の人すべてに突出した才能があ

るわけではないが,サバン症候群の中に自閉症の人が

多いのは,自閉症に共通する認知特性が関係している

可能性もあるだろう。

また杉山(1997)は,知的障害のある自閉症の青年

の10年にわたる連続画に基づき,①過去の記憶の正確

な保持や想起,自閉症児の周辺視野を好む傾向(視野

を半分以上さえぎって物を見たり,「横目」で物を見

たりする)など自閉症独特の視線から絵を描いている

様子,②ファンタジーヘの没頭,③アニミズム傾向,
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などの自閉症の人の描画特徴を挙げている。さらに杉

山(2002)は,自閉症の人は一見して自閉症の人の作

品とわかる,どこか無機質で細密な絵を描く人が多い

と言い,これら自閉症の人の描画特徴を,注意を対象

に向けたときに他の情報はすべて遮断されたり無視さ

れたりする‘単焦点(single focus) 'と呼ばれる

「認知の過剰選択性」や「中枢統合障害理論」から説

明し,自閉症的な認知は全体像の把握の困難さを引き

起こす,と述べている。それ以外にも,自閉症の人は

‘視覚で思考する人(visual thinker)'であり,見

たそのものの認知にとらわれ全体的な概念として把握

することの困難さがあることや,映像的記憶が優位な

ため,‘タイム・スリップ(time slip)'と言われる

過去のできごとの突然な映像的フラッシュバックがあ

ることも指摘している。

一方,寺山(2002)は自閉症の人の描画表現につい

て縦断的研究と横断的研究を行い,①限られた対象へ

の関心の強さ(同じ対象物の繰り返い,②視覚記憶

の特徴を反映した写実的な表現(視覚記憶の優位),

③独特な絵画表現(細部に注目し,全体を簡略化),

④イメージの合成・展開(話し言葉に困難さを示す自

閉症児でもイメージを操作して表現。つまり映像によ

る思考),⑤感情の表出(言葉ではなく絵で感情を表

現)などの特徴を指摘している。

また,近藤(2003)は,アスペルガー症候群と診断

された児童一名の人物両表現を発達段階とともに考察

し,①知的発達よりも3年程度の遅れた描画発達,

②知的能力と人物画テストの成績の乖離(身体パーツ

の項目数や割合の問題),③身体の一部を詳しく描く

傾向,④描画全般における統合不全,非相称,部分の

欠如,全体のバランスが悪い等の特徴(首や肩といっ

た組み立ての欠如,身体パーツ間の相互作用的な関係

づけの問題,プロポーションの誤り),⑤描画に心理

的付加を加えることが少ない傾向,などの特徴を指摘

している。

さらに,自閉症の子どもの特異な描画発達について,

浜谷・木原(1990)は,自閉症児は知覚そのものに障

害があるというより,視覚的な入力を言語などに符号

化して,抽象化した概念を形成することに障害がある

とし,視覚的な形態をそのまま記憶し再生する描画傾

向があると述べている。また,自閉症の子どもが描く

「立体物図式」は年齢に比して巧みに描かれているの

に対し,「人物図式」は幼稚な印象がある点を踏まえ,

一方的に見て眺める恒常性のある対象物と実践的な関

わりを持たなければならない人物との違いも説明して

いる。そして松瀬(2002)は,人物画を拒否したり,

苦手なものを描こうとしない自閉症児がいることを指

摘し,慣れないものに不安を感じやすく,慣れたもの

への注日傾向があると述べている。

自閉症の人のバウムテストについても,その描画特

-

徴を調べた研究が行われており(原・中西, 2000,中鹿,

2004),枝の描画表現が多いことや左右の対称性表現,

細部への注目傾向や部分の集まりとして処理する認知

構造の存在,さらに,幹や枝の閉じた表現が多いこと

などがその特徴として挙げられている。また部分を組

み合わせた全体構成となっており,木全体を一度にイ

メージすることが難しく,「部分的な認知は良好であ

るが,全体的な状況を統合して捉えることが難しいJ

と,「中枢性統合障害」理論から指摘されている。

以上,自閉症及び自閉症の人の描画についての研究

を概観してきた。これらの研究を踏まえつつ,本研究

は以下のような位置付けで行う。

(3)先行研究における本研究の位置付け

これまでの研究で明らかになっている自閉症の人の

認知障害とは,平たく言えば,この世に生まれて目に

する全てのものをどう認知するかという点が,自閉症

ではない人と異なっているということを意味している。

そして,多くの人が物や人を認知するやり方とは違っ

たやり方で世界を認知しているということは,自閉症

の人には,世界が少し違って見えているということで

ある。木研究においても,自閉症の人には認知障害が

あるという先行研究の結果を踏まえ,彼らには外界に

対する「独特の認知スタイル」があると考えている。

また,木研究では「バウムテスト」を用いる。バウ

ムテストとは本来,心理的側面を把握するために用い,

描かれた木には自己イメージが投影されていると考え

られる。しかし,たとえそこに自己イメージが投影さ

れていようとも,描かれた「木」は,これまでの生活

の中で体験的に知っている「木」から生み出されたも

のであるはずである。 しかし,自閉症の人に認知障害

があり,彼らが特有の認知スタイルを持っているので

あれば,この「体験的に知る」というプロセスが自閉

症ではない人と異なっている,と考えることができる。

そこで筆者らは,バウムテストを描いてもらうことに

よって,自閉症の人が「木」をどう体験的に知ってい

るのか,そのあり方(外界への認知スタイル)を明ら

かにし,その特性をとらえようと考えた。つまり木研

究では,「バウムテスト」を,彼らの心理的側面を把

握するためというよりも,彼らの外界への「認知スタ

イル」の特性を把握するために用いる。

ただし,浜谷・木原(1990)が指摘するように,描

いてもらうものが人であるか物であるかでもその様相

はずいぶん異なると思われる。その中で「木」とは,

人物ほど動きがなく実践的関わりも求められないが,

単なる物と違って無生物でもない。つまり中間的なも

のである。本研究で「木」を用いたのは,①この中間

的な存在である「木」が,高機能広汎性発達障害児に

とっては脅威的すぎず,かつ,生きているものとの関

わりを意味し,外界において「ほどよい対象」を意味

しているように思えたこと,②バウムテストに関して

27-



廣澤,大山:高機能広汎性発達障害児の描画特徴に関する一研究-バウムテストを用いてー

は先行研究があり(原・中西, 2000,中鹿, 2004),本

研究の結果が検証しやすいこと,③被験者の負担が比

較的軽いこと,といった理由による。ただし,バウム

テストを用いた先行研究(原・中西, 2000,中鹿, 2004)

では,知的な遅れのある自閉症の成人を調査対象とし

ているのに対し,本研究は,知的な遅れのない高機能

広汎性発達障害の子どもを対象としているという点で

違いがある。したがって,木研究の結果と先行研究の

結果を単純に比較することには慎重でなければならな

い。逆に言えば,本研究のように,高機能広汎性発達

障害児のバウムテストの描画特徴を捉えようとした研

究は今のところ見当たらない。木研究から得られた結

果を第一歩として,今後さらに詳細な調査研究を重ね

ていきたいと考えている。

Ⅳ。調査

(1)目的

高機能広汎性発達障害の子どものバウムテストの描

画特徴を捉えることを通して,彼らの外界への「認知

スタイル」の特性を検討する。その際,先行研究で明

らかになっている,自閉症の人に特徴的な認知のあり

方が本研究の結果からも見られるのかを検証し,さら

に,先行研究からは得られなかった新たな知見を探索

的に調査したい。

(2)方法

高機能広汎性発達障害の子どもが描いたバウムテス

ト15枚について,描画テストに目頃から慣れ親しんで

いる臨床心理士などの専門家10名が印象評定を行う。

① 対象者

(a)対象児のプロフィール

対象児の年齢は7才~13才。男子14名,女子1名。

知能検査実施者については,全員が知能指数75以上で

あり,知的障害の基準(IQ70以下)は満たさない。

知能検査未実施者については,全員が学校での学力遅

滞は認められず,知的水準は平均域と判断した。また

障害の内訳については,アスペルガー症候群9名,高

機能自閉症3名,特定不能の広汎性発達障害3名であ

る。ただしその中の5名は,医学的診断はついておら

ず,心理臨床査定において広汎性発達障害であること

が明らかに想定された子どもたちである(表1)。

表1 子どものプロフィール

-

(b)印象評定者のプロフィール

印象評定は臨床心理±9名(内1名は小児科医でも

ある),及び精神科医1名。各人の所属は,精神科ク

リニック,小児科・心療内科クリニック,スクールカ

ウンセラー,発達障害関係機関,教育相談センター,

大学教員などさまざまだが,全員が発達障害に関して

の臨床経験を豊富に持つ。

②手続き

バウムテストについては,「一本の実のなる木を描

いてください」の教示で実施。用紙はA4サイズの画

用紙を縦に渡し,鉛筆は4Bを用意した。

印象評定については,バウムテスト15枚の原本を見

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ながら,「解釈ではなく描画の特筆すべき特徴とそこ

から受ける印象」について,①全体的印象 ②部分的

な印象(見た場所を挙げて)の二つの観点から自由に

記述してもらった。

③ データ整理

収集したデータをKJ法に基づき分類した。その結

果,11個の「着目点」(表2参照)と,10個の「内容

カテゴリー」(表3参照)に分類することができた。

これら11の「着目点」に対しての,10のカテゴリー

に分類された「内容」について印象評定をまとめ,バ

ウムテスト15枚について評定者10名が記載した印象評

定すべてをプロットした。そして,それぞれの「着目

点」について,多くの評定者が共通して指摘した描画

特徴を抽出したところ,資料1(巻末参照)のような

描画印象結果が得られた。

表2 印象評定着目点の分類
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高機能広汎性発達障害の描画特徴

(3)結果

資料1からさらに代表的な描画特徴を抽出するべく,

より多くの評定者が指摘した項目を取り上げ(表4参

照),それらを高機能広汎性発達障害の子どもの描画

特徴と考えた。

(4)考察

以上,高機能広汎性発達障害の子どものバウムテス

トにおける描画特徴について,印象評定に基づく分類

を行った。ここでは,表4に示した高機能広汎性発達

障害の子どもの描画特徴について,先行研究を参照し

ながら考察を行う。

① 全体的印象

全体的印象については,まず,当初筆者らが感じて

いた「木に見えない」印象が非常に多く指摘されてい

た(悧えば「図1」に対す

る印象評定)。高機能広汎

性発達障害児が描くバウム

テストは,「木」でありな

がら「木」に見えないのは

なぜであろう。印象評定に

は,他に「各パーツが統合

されていない」や「全体的

なバランスの悪さ」などが

多く指摘された。これらの

結果から,「木」という形

全体に注目せず,部分に注目して各パーツを描き,そ

れを組み合わせて「木」が出来上がっている,と考え

ることができる。部分は一つ一つの小さなまとまりで

あり,そのパーツが閉じた表現であればなおさら,小

さい「部分」という単位でとらえてしまう。そしてそ

の閉じた図形以外は別の図形であると認知してしまい,

統合できなくなってしまうのである。これは,先行研

究でも示されている,自閉症の人の細部への注目傾向

や全体的な統合力の弱さに結びつく。中鹿(2005)も,

バウムテストを用いた先行研究において木研究結果と

-

同様の結果を得ており,「中枢統合性の障害」(Frith,

1989)という観点から説明している。したがって,

F木に見えないにとの背景の一つには,彼らが全体

構成を考えずに部分の細かい記載にこだわるため,描

く「木」がどこか無機質で記号的な印象を与え,木に

見えない印象につながっているということがあるだろ

う。このことは,ニキ・リンコ(2005)が「閉じた情

報の環っかjという表現で,視野の狭さや細部への注

目傾向,全体を見ることが苦手な様子を指摘している

こととも重なる。

また,画用紙いっぱいの

木や極端に太い幹などに対

して,「自己肥大」という

印象評定も非常に多く得ら

れた(悧えば,「図2」へ

の印象評定)。 これらの木

は,確かに圧倒的な存在感

があるが,「自己肥大」と

は,本研究でのバウムテス

トが心理的側面を把握する

ためではなく,外界への認'

知スタイルを把握するために用いているにも関わらず,

彼らの「心理的側面」を表すものであるとも言える。

そこで,まずは外界への「認知スタイル」という視点

から「自己肥大」という印象評定を解釈し,その後,

「心理的側面」についても言及する。

筆者らが,限られた一枚の紙の中でこのような圧倒

的な存在感のある「木」を目にしてまず連想したのは,

学級で高機能広汎性発達障害の子どもが,ときに他者

の意向や感情を省みずに自身の考え方のみから突っ走っ

て行動し,トラブルを引き起こしてしまう姿である。

ここには,高機能広汎性発達障害をはじめとした自閉

症の特性の一つである「社会性の問題」が感じられる。

しかし,社会性の発達も個々の子どもの発達レベルに

よって異なり,他者が自分と違った考えを持っている
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ことすら想像できない子もいれば,他者と自分に違い

があることは認識していても,他者の気持ちや場の雰

囲気を適切に把握できない子もいる。高機能広汎性発

達障害の子どもも成長に伴い社会性が徐々に発達して

ゆき,「心の理論」が獲得できていない段階では自己

中心的な考え方に終始していた子どもも,徐々に社会

性が発達するにしたがって,恥ずかしい気持ちや控え

めな態度が育ち,周囲と折り合いをつけることができ

るようになる。おそらくその頃には,木の大きさにも

変化が見られると思われる。

しかし注意しなければならないのは,高機能広汎性

発達障害の子どもが周囲を客観的にとらえることがで

きるような発達段階に入ったとき,彼らは,自分が周

囲の人とはどこか異なっていると感じ始める,という

点である。そのようなとき,彼らは非常に深い実存的

孤独感に見舞われ,二次的な心理的問題が引き起こさ

れることも多い。このような二次的な心理的問題を成

人してからも引きずり,より重篤な精神障害につなが

ることもある。後藤(2005)は,アスペルガー症候群

の子どもが自己確認できる場を設定することの大切さ

を指摘している。筆者らの印象としても,前思春期や

思春期に入る頃にこのような問題にぶつかる子どもが

多く,彼らが自分らしく居れる場所を確保していくこ

との重要さを感じる。したがって,「自己肥大」を感

じさせる木が,本当に社会性の未熟さから来ているも

のなのか,自己を確認することができず,実存的な孤

独感に見舞われていることの裏返しなのかを見定める

ことは大変重要である。これは次に指摘する「ファン

タジック」という印象評定にも重なるが,木研究にお

いて「自己肥大」という印象のあった木は,併せて

「ファンタジック」という印象も持たれやすい傾向が

あった。つまり,本当は自己不全感が強く,現実に根

ざすことができないゆえに,「自己肥大」的かつ「ファ

ンタジック」な木を描いたと考えることもできるので

ある。このような解釈が「心理的側面」からの把握に

なるのだが,「自己肥大」や「ファンタジック」とい

う印象のある木を高機能広汎性発達障害の子どもが描

いた場合には,彼らの社会性のレベルを「心の理論」

などから把握すると同時に,彼らの「心理的側面」を

も共感的に理解し,その両方のアセスメントに基づき,

どのような心理的援助がふさわしいのかを適切に判断

しなければならない。

最後に,「ファンタジック」という印象評定も比較

的多く得られた。これは先に述べたように,一つには,

この現実社会の中で自己を確認・確立することができ

ないことの表われと捉えることもできるであろう。杉

山(2005)は高機能広汎性発達障害の子どもの臨床的

経過として,学童期におけるファンタジーヘの没頭を

あげている。妄想とも間違えられるような強いファン

タジーヘの没頭傾向は,当然,描画表現にも影響を及

ぼすであろう。 しかし,なぜ学童期にファンタジーヘ

の没頭傾向が見られるのであろうか。その点について

は明らかではないし,さらに,高機能広汎性発達障害

の子どもぱ視覚で考える人(Visual Thinker)'と

いう認知特性がある(杉山, 2002)と言われているに

もかかわらず,見たものを見たままに描くのではなく,

空想的な絵を描くのはなぜなのだろうか。「ファンタ

ジックJという印象評定は,先行研究で得られている,

自閉症の人の認知特性に関する知見からはややずれる

結果とも思われる。これについては,今後さらに調査

及び検討を重ねたいと思う。

一方,ファンタジックな「木」の中には,付属物の

図3

記載が多く見られるという

傾向があった(図3参照)。

リスであり虫であり,鳥で

ある。いずれも生き物が多

いのが印象的であった。こ

れらの付属物の記載は,

「一本の実のなる木を描き

なさい」という教示の枠か

らは外れており,検査者へ

の同意なく描かれたものば

かりである。教示の枠の中

でおさまりきらない自己イメージ表出は,社会性基準

の未獲得や自分の気持ちがうまく抑えられない感情コ

ントロールの苦手さなど,高機能広汎性発達障害の子

どもの障害特徴と重なる面がある。このことも,先に

述べたような「社会性の発達段階」と「自己確立の問

題」という二つの相関から考えていく,というのが適

切に思われる。

② 部分印象

部分印象については,特に「樹冠」「幹」「枝」「実」

「根」「葉」「付属物」のそれぞれの部分について,多

くの描画に共通的した結果が得られた。

まず「樹冠」は,幹とつながりのない雲球型の樹冠

がただ幹の上に乗っているという印象評定が多く見ら

れた(図4参照)。木や絵

本で見られるような簡略化

したステレオタイプの木の

樹冠である。後でも述べる

が,枝や葉はとても細かい

描写をしているのに対して,

あまりにもあっさりした印

象がある。しかし自閉症の

人が視覚優位で,見えない

物をとらえるのが著手であ

ることを考えると,樹冠は 図4

視覚的にとらえにくい部分ではないだろうか。そのた

めイメージのしにくさがあり,本や絵本で見かけるよ

うなステレオタイプの形の表現になったのではないだ
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ろうか。その他にも「下から木を見上げたような描画」

とか,「幹より下の表現が大変精緻なのに対して樹冠

だけが簡素という,上下のアンバランスさ」という印

象評定も多く見られたが,これらも,見たものを見たま

まに描く自閉症の入らしい特性だと考えることができる。

次に「幹」だが,その太さについては全体印象で指

摘したように,自己中心的な世界観,あるいは,自己

確立できていないことの裏返しとしての自己肥大を表

しているのかもしれない。またその一方で,極端に細

い幹や下方部が細くなった幹を描くものもあり(図1

参照),幹の形態は閉じた表現や切断された切り口の

表現が多かった。これも中鹿(2004)の研究結果を支

持するものであり,部分認知を組み合わせて全体像を

作るというやり方である。また興味深いものとして,

幹の「すじ」が多く見られた(図4参照)。これを心

理的側面から見ると「心的外傷」と捉えることが妥当

だが,高機能広汎性発達障害の子どもの表現は「傷」

と言うよりも「模様」のようにとらえている印象があ

る。ニキ・リンコ(2005)は「虫瞰図」という表現で

部分への視覚的な注目傾向を紹介しているが,幹の

「すじ」の記載は,目に見えているものを細かく記載

する自閉症の傾向と考えることができるのではないだ

ろうか。

次に「枝」であるが,枝

には独特な印象を受ける描

画表現が多く,特に,‘細

かく精緻な表現'という印

象評定を挙げた人が多かっ

た(図5参照)。幹や樹冠

の大雑把な表現に対して,

曲がりくねった数多くの枝

や先のとがった枝など,実

物の木の枝の複雑さを視覚

的に記憶していて,それを忠実に見た通りに描こうと

したかのように感じられる。つまり,「映像的記憶

(杉山, 2002)」によって忠実に細部を表現していると

考えられる。また,枝が樹冠の中に納まっていない木

も多く,樹冠の中に入った枝は目に見えないゆえ,視

覚的に認知できる‘樹冠の外にある枝'だけを表現し

たのではないだろうか。

「実」については,りん

ごの実を想像して描いたか

のような,ステレオタイプ

な印象を持つ人が多かった

(図6参照)。具体的な実を

イメージせず,ただ単に

「○」だけの表現も見られ

た。「何の木」なのかをイ

メージせずに,「○」とい

うパーツの組合せだけに終

わっており,かつ,たくさんの「○」が規則的(強迫

的)に描かれ,自閉症の人の特徴である「細部への注

目」や「こだわり傾向」も感じられた。

「根」については,様々な印象評定が得られたが,

特に興味深かったのは,土から外に出ている部分だけ

が描写されている点に注目する人が多かったことであ

る(図4参照)。このような根も,見えないものは描

けず見えるものだけを見たままに描いている自閉症の

人の認知特徴を反映しているのだろう。

「葉」については,一枚ずつ葉脈までを細かく記載

している点を印象評定にあげる人が多く(図5参照),

確かに,まるで観察して描

かれたかのような葉が見ら

れた。

最後に,「付属物」につ

いては全体印象でも述べた

とおり,虫やリス,鳥など

アアンタジーの世界が丁寧

に描かれており(図7参照),

その丁寧さを指摘する声が

多かった。

V。総合的考察及び今後の課題

IV章で考察したことをさらにまとめてみると,以

下の4点になる。

①自閉症の人の認知特性として,部分認知が得意であ

るが,部分を統合することが苦手である。そのため各

部分の描写の精緻さが目立ち,まるで観察して描いて

いるかのような絵(悧えば,葉脈まで描かれた葉っぱ

など)がある一方,部分間のっながりがないため,木

全体としてはアンバランスになり,「木に見えない」

印象に結びつくと考えることができる。これは中鹿

(2004)の研究結果とも重なり,「中枢統合性理論」か

ら説明できるが,さらに,視点を変えて全体を構成す

ることのできない「実行(遂行)機能障害」の観点か

らも説明することができるだろう。

②自閉症の人ぱ視覚で思考する人(visual thinker)'

である。実際に見えていないものをイメージする力は

弱い。これは自閉症の人の「想像力の障害」にもつな

がる。そのため,本や絵本で見かける一般的な「木」

の典型悧を再現したり,馴染みのない部分については

ステレオタイプな表現になったりすると考えられるの

ではないだろうか。

③アアンタジックな表現は,「心の理論」課題で見ら

れる社会性基準のずれや自己中心的な在り方が大きく

影響していると思われるが,ある程度社会性が発達し

た段階であれば,彼らの心理的側面の問題として,自

己確立のできなさや自己不全感の裏返しと考えること

もできる。そして,見たものを見たままに描くことの

多い自閉症の人が,なぜ非常にファンタジックな木を
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描くのかについては,今後さらに調査および検討が必

要である。

④実や葉の数の多さや規則的な配置や記載から,自閉

症の特徴である「同一性保持傾向(こだわり)」が感

じられる。

木研究から得られた,高機能広汎性発達障害の子ど

もの外界への「認知スタイル」の特性のほとんどは,

中鹿(2004)の研究をはじめとした先行研究の結果を

裏付けるものとなった。つまり,部分認知が優位であ

り,目で見ることのできるところだけを丁寧に,まる

で観察したかのように描くが,それらを統合して全体

像とする際に,「部分」という部品を組み立てて「全

体jを作り上げるので,全体像がアンバランスになる

という結果である。高機能広汎性発達障害の子どもが

このように外界を認識しているのであれば,人間を理

解したり,変わりやすい日常生活の流れを捉えたりす

ることが困難であることは想像に難くない。「木」を

描くだけならまだしも,人間を理解する時に,「部分

の総和は全体である」というやり方で応じていては,

状況によって刻々と変わる人の表情や対人関係の在り

方を把握することはできないであろう。

また,ファンタジックな木が多く見られたという結

果については,先行研究からは裏づけが難しく,この

点についてはさらなる研究が必要と思われる。おそら

く,本研究の調査対象者が高機能広汎性発達障害の子

どもであり,それゆえにファンタジックな木が多く描

かれたのではないかと推測される。したがって今後は,

個々の子どもの社会性の発達段階及び,認知的側面に

ついても知能検査などでその発達レベルをとらえ,そ

れらと照らし合わせながらアアンタジックな木の意味

をアセスメントし,多角的に検討する必要があるだろ

う。子どもを対象とする場合,子どもの発達レベル

(単にIQという意味だけではなく,認知面や言語面な

どのより詳しい発達の様相)を考慮に入れることが大

切である。

最後に,今回明らかになった描画特徴をもとに,今

後は健常児と高機能広汎性発達障害児を比較して数量

的調査を行い,今回あげた描画表現が統計的に有意で

あるのかどうかを検証していく必要もあるだろう。

VI.終わりに

本研究では,高機能広汎性発達障害児の外界への

「認知のスタイル」の特性をとらえる試みを行った。

本研究の結果を基礎として,今後さらなる検討を重ね

ていきたい。

<付記> 本論文に描画を掲載することを快諾して下

さったクライエント及びご家族の方々に深謝いたします。

また,論文執筆にあたり多大なるご指導をいただいた高

橋昌久院長(こどもクリニック･パパ)に謝意を表します。
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